Rhodococcus由来糖脂質の構造-活性連関 by 上田, 定男
氏名 上固定男









Structure-activity relationship of mycoloyl glycolipids derived from 
Rhodococcus sp. 4306. 
( Rhodococcus由来糖指質の構造ー活性連関)



































であった。また、 n.sp. 4306由来TDMの毒性は結核菌(ミコール駿炭素鎖長CWC~~) や R. terrae (炭素
鎖長C~&-Cω) 由来TD!Vlよりも軽度であった。 TDMの構造一活性連関にミコール厳炭素鎖長が関守し、 R
sp. 4306由来TDMは生物学的に軽度の肉芽腫惹起性および低毒性を示し、構造的に短鎖ミコール酸含有糖
脂質であることが判明した。
本研究から、著者は抗般菌細胞壁糖脂質の構造や化学組成が病原因子として重要な役割を横じているこ
とを証明した。この知見は抗酸菌感染症における宿主防御や病変形成機序の理解に有用である。よって、
害者は博士(戻学)の学位を授与されるに値すると判定される。
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